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Topics

攻
め
の
農
林
水
産
業
で
は
、
農
産
物
の
輸

出
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
輸
出
重

要
品
目
と
し
て
高
品
質
な
国
産
牛
肉
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
零
細
な

肉
用
繁
殖
農
家
の
廃
業
等
に
よ
る
子
牛
供
給

不
足
に
よ
っ
て
、
肥
育
素
牛
価
格
が
上
昇
し

肥
育
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
国
産

牛
肉
を
安
定
生
産
す
る
た
め
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
繁
殖
農
家
さ
ら

に
畜
産
農
家
の
繁
殖
部
門
を
担
う
外
部
支
援

組
織
で
あ
る
公
共
牧
場
の
労
働
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
な
ど
し
て
素
牛
の
安
定
供
給
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
山
間
地
に
開
設
さ
れ
た
公
共
牧

場
な
ど
で
は
、
管
理
労
力
不
足
に
よ
り
従
来

型
の
家
畜
や
草
地
の
管
理
法
で
は
対
応
出
来

な
い
場
面
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繁
殖

農
家
が
点
在
す
る
中
山
間
地
域
に
は
急
傾
斜

で
狭
小
な
農
地
が
多
く
、
担
い
手
の
高
齢
化

に
伴
っ
て
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
農
水
省
平
成
25
年
度
補
正
予
算

に
よ
り
農
研
機
構
生
研
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
革
新
的
技
術
緊
急
展
開
事
業
（
う
ち
産
学

の
英
知
を
結
集
し
た
革
新
的
な
技
術
体
系
の

確
立
）
の
な
か
で
、「
効
率
的
な
家
畜
管
理
・

草
地
管
理
法
導
入
に
よ
る
公
共
牧
場
お
よ
び

繁
殖
農
家
の
生
産
性
向
上
技
術
の
実
証
」
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
管
理
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
機
械
化
等
の
効
率
的
な
家

畜
管
理
や
草
地
管
理
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
共
牧
場
や
繁
殖
農
家
の
省
力
化

実
現
と
生
産
性
向
上
を
図
り
、
生
産
現
場
の

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
３
ヶ
所
の
現
場
で

実
証
し
ま
す
。

家
畜
管
理
で
は
、
排
卵
同
期
化
な
ど
に
よ

る
省
力
繁
殖
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
発
情

監
視
等
の
管
理
労
力
を
大
幅
に
軽
減
さ
せ
、

ま
た
、
獣
害
や
家
畜
疾
病
の
発
生
リ
ス
ク
低

減
の
た
め
の
対
応
策
を
提
示
し
ま
す
。
草
地

管
理
で
は
、
放
牧
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
無
線
傾

斜
地
ト
ラ
ク
タ
活
用
に
よ
り
、
施
肥
量
削
減

と
生
産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
家

畜
飲
水
供
給
シ
ス
テ
ム
や
牧
草
導
入
技
術
に

よ
り
、
耕
作
放
棄
地
放
牧
を
活
用
し
た
省
力

家
畜
生
産
を
実
証
す
る
予
定
で
す
。

本
事
業
は
、
現
地
実
証
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
、
生
産
現
場
関
係
者
や
広
く
国
民

に
今
後
の
具
体
的
な
農
林
水
産
業
の
姿
を
示

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
地
見

学
会
開
催
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
出
展
、
製
品
の
市
販
化

等
を
通
じ
て
、
成
果
に
つ
い
て
幅
広
く
情
報

発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域
長

　山
本
嘉
人
）

公
共
牧
場
や
繁
殖
農
家
の
省
力
化
実
現
と

生
産
性
向
上
の
た
め
の
実
証
研
究

実証地風景（上：瀬尾ファーム（栃木県）に設置した事業
概要説明、下：山梨県立八ヶ岳牧場での現地検討会の様子）
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Topics

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
牛
の
栄
養
に
関
す
る
研
究
と
今
後
の
方
向
性
」

11
月
28
日
の
午
後
、
秋
葉
原
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
１
０
０
名

に
参
加
い
た
だ
き
、
最
新
の
家
畜
生
理
栄
養

分
野
の
研
究
の
紹
介
と
、
そ
の
受
け
手
の
肉

用
牛
農
家
さ
ん
の
講
演
か
ら
な
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
農
研
機
構
が
編
集
し
て
い
る
「
日

本
飼
養
標
準
・
肉
用
牛
」
の
改
訂
に
向
け
た

キ
ッ
ク
オ
フ
の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
共
同
座
長
･
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
お
願
い
し
た
京
都
大
学
の
松
井
徹
教
授

に
、
肉
用
牛
に
お
け
る
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の

研
究
を
中
心
と
し
、
ア
ミ
ノ
酸
や
ミ
ネ
ラ
ル

の
関
与
ま
で
幅
広
く
話
題
を
取
り
入
れ
た
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
畜
産
草
地
研
究
所
の
石
田
藍
子

主
任
研
究
員
か
ら
家
畜
を
含
め
た
ア
ミ
ノ
酸

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
研
究
の
総
説
と
、
豚

で
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
発
現
の
実
験
例
を

含
め
紹
介
が
あ
り
、
同
研
究
所
の
新
宮
博
行

主
任
研
究
員
か
ら
は
温
暖
化
適
応
策
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ん
で
い
る
肉
用
牛
で
の

暑
熱
時
の
バ
イ
パ
ス
ア
ミ
ノ
酸
の
補
給
効
果

に
つ
い
て
の
研
究
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
招
へ
い
講
演
者
に
よ
る
講
演

で
は
、
エ
ボ
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の

平
田
明
日
香
さ
ん
よ
り
、
バ
イ
パ
ス
ア
ミ
ノ

酸
の
世
界
的
な
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
乳
牛

で
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
同
社
の
提
供
し

て
い
る
ア
ミ
ノ
酸
を
考
慮
し
た
飼
料
設
計
シ

ス
テ
ム
「
ア
ミ
ノ
カ
ウ
」
の
紹
介
、
バ
イ
パ

ス
ア
ミ
ノ
酸
利
用
の
経
済
性
ま
で
含
め
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ノ
ー
バ
ス
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
社
の
鳥
居
伸
一
郎

さ
ん
か
ら
は
ご
自
身
の
研
究
デ
ー
タ
を
提
示

い
た
だ
き
な
が
ら
、
肉
用
牛
に
お
け
る
ミ
ネ

ラ
ル
、
銅
、
亜
鉛
、
鉄
の
要
求
量
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
提
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

後
に
、
平
成
26
年
度
の
農
林
水
産
祭
の

畜
産
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
さ
れ
た
、
茨
城

県
常
総
市
の
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
の
佐
藤
宏

弥
さ
ん
よ
り
、
黒
毛
和
牛
の
水
田
放
牧
を
活

用
し
た
一
貫
経
営
の
先
進
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
繁
殖
農
家
の
減
少
に
よ
る
子
牛
価

格
の
高
騰
か
ら
、
肉
用
牛
生
産
、
と
く
に
和

牛
の
生
産
は
繁
殖
･
肥
育
の
一
貫
経
営
へ
向

か
う
流
れ
の
状
況
で
、
そ
の
た
め
の
技
術
は

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
農

家
の
み
な
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
技
術

の
開
発
、
飼
養
標
準
の
改
訂
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
家
畜
生
理
栄
養
研
究
領
域
長　

阿
部
啓
之
）

基調講演の様子
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

家畜育種繁殖研究領域

平　尾　雄　二

優
秀
な
牛
を
生
産
す
る
に
は
、
優
秀
な
形

質
を
持
つ
個
体
の
精
子
と
卵
子
が
そ
れ
ぞ
れ

豊
富
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

本
来
「
ば
ら
撒
か
れ
る
べ
く
準
備
さ
れ
る
」

精
子
は
優
秀
な
個
体
の
も
の
が
凍
結
さ
れ
て

広
く
流
通
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
１
頭
の

子
牛
の
出
産
に
備
え
て
準
備
さ
れ
る
の
が
1

個
で
あ
る
」
卵
子
は
精
子
ほ
ど
簡
単
に
大
量

に
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
牛
の
体
外
受
精
や
胚
移
植
技
術
の
普

及
と
と
も
に
、
卵
子
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

卵
巣
内
に
は
卵
子
の
「
も
と
」
に
な
る
卵

母
細
胞
が
数
多
く
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

牛
の
場
合
、
約
21
日
の
発
情
周
期
中
に
排
卵

さ
れ
る
卵
子
数
は
、
自
然
で
は
１
個
に
調
節

さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
卵
母
細
胞
が
卵
子
に

な
る
前
に
体
内
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
卵
巣
の
代
わ
り
に
培
養

技
術
に
よ
っ
て
卵
母
細
胞
を
発
育
さ
せ
、
利

用
で
き
る
卵
子
数
を
何
倍
に
も
増
や
そ
う
と

す
る
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

卵
母
細
胞
と
卵
子
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、

そ
の
巨
大
な
サ
イ
ズ
で
す
。
牛
で
は
卵
子
の

直
径
は
１
２
５
µm
、
体
積
で
は
普
通
の
体
細

胞
の
約
１
０
０
０
倍
に
も
な
り
ま
す
。
卵
母

細
胞
は
直
径
約
30

µm
か
ら
１
２
５
µm
へ
と
発

育
し
て
卵
子
と
な
り
、
発
育
が
不
十
分
な
ま

ま
卵
子
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
体
外
で
卵
母
細
胞
か
ら
卵
子
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
卵
母
細
胞
の
発
育
を
十
分
に

促
す
培
養
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
高
分
子
化
合
物
を

高
濃
度
で
含
む
培
養
液
を
用
い
て
、
発
育
途

上
の
直
径
１
０
０
µm
（
体
積
と
し
て
は
発
育

完
了
時
の
約
50
％
に
相
当
）
の
卵
母
細
胞

を
、
２
週
間
体
外
培
養
し
て
卵
子
に
発
育
さ

せ
る
方
法
を
確
立
し
、
特
許
も
取
得
し
ま
し

た
（
図
）。
こ
の
方
法
に
よ
り
、卵
巣
に
残
っ

て
い
れ
ば
そ
の
多
く
は
死
滅
し
た
は
ず
の
卵

母
細
胞
を
、
90
％
以
上
生
存
さ
せ
卵
子
に
発

育
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
卵
子
を
体
外
受
精
し
て
生
産
し
た
胚
を

移
植
し
て
子
牛
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
確
認
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
小
さ
い
発
育
途
上
の
卵

母
細
胞
に
つ
い
て
、
培
養
か
ら
出
産
ま
で
を

確
実
に
達
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
へ
と
改
良
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
外
で
ウ
シ
卵
子
を
つ
く
る

― 

卵
母
細
胞
の
体
外
発
育
培
養
法
の
確
立 

―
図　培養で発育させた牛卵母細胞 

（左）卵胞組織の中で発育している卵母細胞。矢印は卵母細胞の位置を示す。（右）受精可能
な状態となった卵母細胞。中心の大きな細胞が卵母細胞であり、その周囲にはヒアルロン酸
を盛んに分泌する卵丘細胞が広がる。
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研究者
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性
を
発
揮
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
現

在
は
、
こ
の
高
度
抵
抗
性
系
統
の
収
量
性
な

ど
の
形
質
を
確
認
し
、
新
し
い
冠
さ
び
病
抵

抗
性
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
と
し
て
品
種

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

寒
地
型
イ
ネ
科
牧
草
で
あ

る
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

は
、
春
の
生
育
が
良
く
、
家

畜
に
対
す
る
栄
養
価
も
高

く
、
嗜
好
性
も
良
い
た
め
、

東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
広
く
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
積

は
約
6
万
ha
に
も
な
り
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
の
重
要
病
害
の
一
つ
で
あ

る
冠
さ
び
病
は
、
九
州
な
ど
の
温
暖
地
で
は

春
先
に
、
東
北
地
方
で
は
秋
口
に
発
生
し
ま

す
（
図
１
）。
冠
さ
び
病
の
発
生
は
、
収
量

だ
け
で
な
く
、
栄
養
価
や
嗜
好
性
の
低
下
に

つ
な
が
り
ま
す
。
防
除
法
と
し
て
薬
剤
散
布

が
難
し
い
牧
草
で
は
、
抵
抗
性
品
種
の
利
用

が
有
効
で
す
が
、
通
常
の
選
抜
育
種
に
よ
る

品
種
開
発
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
国
内
外
の
品
種
や
近
縁

の
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
か
ら
、
冠
さ
び

病
に
強
い
個
体
を
選
抜
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー

カ
ー
法
に
よ
り
、L

m
P

c3

な
ど
の
抵
抗
性

遺
伝
子
を
複
数
同
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

遺
伝
子
を
実
用
品
種
に
戻
し
交
配
し
た
系
統

を
複
数
作
出
し
、
互
い
に
交
配
す
る
こ
と
で

抵
抗
性
遺
伝
子
を
集
積
し
た
高
度
冠
さ
び
病

抵
抗
性
系
統
の
育
種
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
育
成
し
た
冠
さ
び
病
抵
抗
性
系
統
は
、

接
種
検
定
お
よ
び
温
暖
地
で
の
圃
場
試
験

で
、
抵
抗
性
個
体
の
割
合
が
高
く
、
抵
抗
性

が
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
由
来
の
異
な
る
抵

抗
性
遺
伝
子
を
複
数
持
つ
こ
と
で
、
多
様
な

環
境
に
お
い
て
も
安
定
し
た
冠
さ
び
病
抵
抗

飼料作物研究領域

清　 多 佳 子

冠
さ
び
病
に
強
い

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
新
品
種
を
作
る品種 品種 導入前系統 抵抗性系統

割
合
（
％
）

罹病性

抵抗性

図 1　イタリアンライグラスに発生した
冠さび病

図 2　幼苗接種検定におけるイタリアンライグラス市販品種および
抵抗性遺伝子導入系統の冠さび病抵抗性個体割合
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平成 26 年度家畜ふん尿処理利用研究会

関東東海北陸農業試験研究推進会議
畜産草地部会現地研究会

９
月
18
日
に
三
重
県
津
市

ア
ス
ト
プ
ラ
ザ
で
標
記
の
研

究
会
を
開
催
し
、
翌
日
19
日

に
は
現
地
見
学
会
と
し
て
伊

賀
市
に
あ
る
伊
賀
の
里
モ
ク

モ
ク
手
作
り
フ
ァ
ー
ム
を
見

学
し
ま
し
た
。
今
年
の
研
究

会
は
、
畜
産
の
有
名
ブ
ラ
ン

ド
を
持
ち
、
６
次
産
業
化
に

成
功
し
た
見
学
先
を
有
す
る

三
重
県
に
お
け
る
畜
産
の
６

次
産
業
化
の
展
開
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
６
次
産
業
化
の
サ

ポ
ー
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
専

門
家
を
迎
え
、
現
状
の
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
想
定
さ
れ
る
事
業
内
容
、
推
進
方
策
等

の
展
望
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、“
も
う
か

る
６
次
産
業
化
っ
て
!?
”
と
題
し
て
公
益
財
団
法
人
三
重
県
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
高
垣
和
郎
氏
に
話
題
提
供
を
い
た
だ
き
、
総
合

討
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、

銘
柄
豚
に
係
わ
る
豚
の
ゲ
ノ
ム
育
種
研
究
の
紹
介
、
三
重
県
産
ブ

ラ
ン
ド
牛
肉
輸
出
モ
デ
ル
事
業
、
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
フ
ァ
ン

ド
な
ど
、
６
次
産
業
化
に
対
す
る
多
方
面
か
ら
の
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。
本
研
究
会
は
畜
産
草
地
研
究
所
が
部
会
事
務
局
を
務

め
、
三
重
県
畜
産
研
究
所
の
協
力
を
得
て
実
施
し
、
関
東
東
海
北

陸
地
域
か
ら
約
60
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

（
畜
産
環
境
研
究
領
域
長　

澤
村
篤
）

11
月
6
日
、
7
日
に
、
畜
産
草
地
研
究
所
主
催
の
標
記
研
究
会

を
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
研
究
会
は
、
例
年
は
つ
く
ば
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

北
関
東
の
畜
産
業
の
盛
ん
な
地
域
に
あ
る
畜
産
草
地
研
究
所
那
須

研
究
拠
点
に
お
い
て
、全
国
か
ら
畜
産
環
境
に
係
わ
る
関
係
者（
農

林
水
産
省
、
都
道
府
県
試
験
研
究
機
関
、
普
及
指
導
機
関
、
大
学
、

民
間
企
業
、
民
間
団
体
等
）
の
約
１
１
０
名
の
参
加
を
得
て
実
施

し
ま
し
た
。

悪
臭
苦
情
を
軽
減
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
畜
産
経
営
の
存
続

の
た
め
に
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
悪
臭
苦
情
の
内
容
に
は
、

敷
地
境
界
線
を
越
え
た
所
で
法
規
制
値
を
越
え
て
い
る
場
合
、
ま

た
規
制
値
を
下
回
っ
て
い
る
が
近
隣
の
苦
情
が
発
生
し
て
い
る
場

合
、
さ
ら
に
は
畜
舎
内
の
作
業
環
境
と
し
て
悪
臭
が
き
つ
い
な
ど

の
多
く
の
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
悪
臭
を
構
成

し
て
い
る
臭
気
物
質
の

畜
産
経
営
で
の
発
生
の

実
態
や
、
こ
れ
ら
臭
気

物
質
の
低
減
化
に
資
す

る
研
究
成
果
に
つ
い
て

話
題
提
供
を
行
い
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
環
境
保
全

型
畜
産
経
営
に
寄
与
す

る
畜
産
環
境
関
連
新
技

術
に
関
す
る
研
究
開
発

の
成
果
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

（
畜
産
環
境
研
究
領
域
長　

澤
村
篤
）

現地見学会の様子（右：施設概要紹介、左：食品加工場見学）

話題提供「臭気発生の実態と臭気低減化への技術対応」
での質疑応答の様子
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食のブランドニッポンフェア 2014
食のセミナー

平成 26 年度自給飼料利用研究会
－強み品種をどう活かすか－

自
給
飼
料
生
産
は
気
候
変
動
や

円
安
に
よ
る
輸
入
飼
料
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
近
年
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜
産
経
営
コ

ス
ト
の
低
減
の
た
め
に
は
、
飼
料

自
給
率
の
向
上
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
地
域
特
性
に
合
っ
た
自

給
飼
料
を
効
率
的
に
生
産
、
利
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

平
成
26
年
度
自
給
飼
料
利
用
研
究

会
は
「
自
給
飼
料
で
強
み
品
種
を

ど
う
活
か
す
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

11
月
19
〜
20
日
に
つ
く
ば
研
究
交

流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
筑
波
事
務
所
に

お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
お
よ
び
大
学
等
か
ら
１
１
５
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
北
海
道
大
学
院
の
山
田
教
授
と
農
林
水
産
省
生
産
局
畜

産
部
の
杉
山
班
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
な
さ
れ
た
後
、
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
暖
地
型
イ
ネ
科
牧
草
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ
品
種
等
の

最
新
の
育
成
事
情
に
つ
い
て
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
雪
印
種
苗
の
近
藤
研
究
農
場
長
か
ら
民
間
と
の
連
携
に
関
す

る
提
言
を
受
け
、
家
畜
へ
の
給
与
も
絡
め
て
強
み
品
種
の
特
性
を

ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
、
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
硝
酸
態
窒
素
低
減
や
ソ
ル
ガ
ム
品

種
育
成
の
紹
介
の
後
、
フ
ォ
レ
ー
ジ
テ
ス
ト
に
関
わ
る
最
新
の
知

見
が
、
サ
イ
レ
ー
ジ
分
析
や
牛
消
化
試
験
で
の
最
新
技
術
と
共
に

紹
介
さ
れ
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

研
究
調
整
役　

月
星
隆
雄
）

食
の
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ェ
ア
２
０
１
４
は
、
昨
年
ま
で
の

単
発
型
の
「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
開
催
方
法
を
改
め
、

農
研
機
構
の
研
究
所
が
育
成
し
た
多
く
の
品
種
を
知
っ
て
・
食
べ

て
・
お
求
め
い
た
だ
け
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
農
研
機
構
が

企
画
し
た
も
の
で
、
企
業
や
一
般
消
費
者
な
ど
多
数
の
方
々
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、9
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
弾「
食

の
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京
」
で
木
元
広
実
主
任
研
究
員
が
「
老
化
抑
制

効
果
が
期
待
で
き
る
乳
酸
菌

Ｈ
61
株
と
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
チ
ー
ズ

の
紹
介
」
と
題
し
た
講
演
を
、
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

弾
「
食
の
セ
ミ
ナ
ー
in
福
岡
」
で
野
村
将
上
席
研
究
員
が
「
特
徴

あ
る
乳
製
品
の
製
造
技
術
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
生
成
乳
酸
菌
の
活
用
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
、
肌
状
態
の
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
る
乳
酸
菌

Ｈ
61
株
の
有
用
性
や
血
圧
降
下
作
用
等
が
知
ら
れ
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の

高
生
産
性
乳
酸
菌
を
活
用
し
た
チ
ー
ズ
の
特
性
等
を
紹
介
し
ま
し

た
。
講
演
前
後
に
行
わ
れ
た
試
食
会
も
好
評
で
あ
り
、
製
品
の
入

手
法
な
ど
好
意
的
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
畜
産
物
研
究
領
域
長　

相
川
勝
弘
）写真提供：農研機構

総合討論の様子
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一般公開（那須研究拠点）を開催
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今
年
の
一
般
公
開（
那
須
研
究
拠
点
）

は
、
例
年
よ
り
２
週
間
早
い
10
月
4
日

（
土
）
に
、「
草
地
の
ふ
し
ぎ　

牛
の
ふ

し
ぎ　

来
て
見
て
・
発
見
！　

畜
産
草

地
研
究
所
公
開
デ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
研
究
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
、
顕
微
鏡
観
察
教

室
、
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
作
り
体
験
、
農

機
具
展
示
、
羊
毛
工
作
、
牛
肉
試
食
等

に
加
え
隔
離
ほ
場
見
学
、
ロ
ー
ル
ベ
ー

ル
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
を
開
梱
し
た
際
に

ゴ
ミ
と
な
る
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
利
用
し
た

工
作
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
紹
介
・
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ミ
ニ
講
演
会
「
草
は
牛
の
主
食
〜

牧
草
と
品
種
の
は
な
し
〜
」、「
急
傾
斜

草
地
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
対
策
を
無
線

ト
ラ
ク
タ
で
安
全
に
実
施
」、「
イ
ネ
で

育
て
た
お
い
し
い
牛
肉
の
話
」
を
開
催

し
、
顕
微
鏡
観
察
教
室
で
は
、
牛
の
人

工
授
精
の
様
子
を
実
演
す
る
な
ど
、
畜
産
草
地
研
究
所
で
ど
の
よ
う
な

研
究
を
し
て
い
る
か
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
変
好
評

で
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
学
習
型
イ
ベ

ン
ト
は
、準
備
し
た
材
料
が
無
く
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
る
ほ
ど
盛
況
で
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

台
風
18
号
が
接
近
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
天
候
に
は
恵
ま
れ

５
６
３
名
の
方
に
来
訪
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
開
催
を
終
え
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

連
絡
調
整
チ
ー
ム
長　

和
田
努
）

「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」

は
、
全
国
の
産
学
官
の
各
機
関
が
有
す
る
、
農
・

林
・
水
産
・
食
品
分
野
な
ど
の
最
新
技
術
や
研
究

成
果
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
、
研
究
機
関
間
、

研
究
機
関
と
事
業
者
間
と
の
新
た
な
連
携
を
促
す

場
と
し
て
、
農
林
水
産
省
が
11
月
12
〜
14
日
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
し
、
全
国
１
４
７
の
機

関
が
出
展
、
来
場
者
・
出
展
関
係
者
数
を
合
わ
せ

て
約
３
万
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
所
の
出
展
品
目
は
、
畜
産
先
端
技
術
よ
り
は

む
し
ろ
一
般
的
な
日
常
生
活
や
現
場
に
近
い
も
の

と
の
観
点
か
ら
、
温
帯
で
高
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
可

能
な
「
エ
リ
ア
ン
サ
ス
」、
雑
草
に
負
け
な
い
シ

バ
「
朝
萌
」、「
朝
駆
」、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
チ
ー
ズ
の
３

点
と
し
ま
し
た
。

当
所
の
ブ
ー
ス
で
は
、
高
さ
３
ｍ
を
超
え
る
エ

リ
ア
ン
サ
ス
の
実
物
が
来
場
者
の
目
を
引
き
、
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ａ
チ
ー
ズ
の
試
食
、
シ
バ
の
パ
ネ
ル
に
も
多

く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
開
催
の
３
日
間
、
常
に

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

14
日
に
は
、
小
林
真
上
席
研
究
員
が
「
草
本
系

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
作
物
エ
リ
ア
ン
サ
ス
」
と
の
題

で
講
演
を
行
う
と
と
も
に
、「
機
能
性
食
品
素
材

並
び
に
製
品
の
開
発
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
ツ
ア
ー
の
来
訪
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
所
の
業
務
推
進
の
た
め
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
と
来
訪
者
の

み
な
さ
ま
に
改
め
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
企
画
管
理
部　

交
流
チ
ー
ム
長　

古
賀
政
男
）
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